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３

町政懇談会

平成 23 年度 がんばった児童・生徒を表彰

外来診療での医療費が高額な場合の窓口負担が変わります

役場各課などからのお知らせ　　ほか

84
平成 24 年（2012）

2

4

14
16

－ 滑りやすい地面に悪戦苦闘！ －
全日本雪上綱引き競技大会

　ミカタスノーパークで行われた、第 15 回美方

高原雪まつりの注目イベントの一つ「全日本雪上

綱引き競技大会」。５人一組でチームを組み、選

手はナイロン製の袋を履き、相手チームと綱引き

で争います。

　滑りやすくなった足元に悪戦苦闘する選手たち。

地元産コシヒカリや但馬牛肉などの豪華賞品を目

指し、転倒しつつも大勝負を繰り広げました。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

村
岡
区

１
月
27
日 

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

香
住
区

１
月
28
日 

香
住
文
化
会
館

　

町
で
は
、
町
長
を
は
じ
め
役
場
幹
部

職
員
が
地
域
へ
出
向
き
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
今
後
の
町
政
推
進
の
基
本
的
な
考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
協
働
の
意
識
を

深
め
よ
う
と
「
町
政
懇
談
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
１
月
27
日
か
ら

28
日
に
か
け
て
町
内
３
会
場
で
開
催
し
、

約
１
７
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
懇
談
会
で
は
「
創
造
と
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
向
け
て
来

年
度
以
降
に
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
と
活
発
な
質
疑
を
交
わ
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
各
会
場
の
主
な
質
問
や
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の

内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

〜 
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に 

〜

〜 
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に 

〜

町
政
懇
談
会

【
津
波
対
策
】

Ｑ
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
は
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
香
美
町

で
も
津
波
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

福
井
、
島
根
な
ど
の
原
発
に
挟
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
の
認
識
は
ど
う
か
。

Ａ
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
津
波

が
香
美
町
を
襲
っ
た
場
合
、
ど
の

程
度
の
被
害
を
及
ぼ
す
か
大
変
危
惧
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
兵
庫
県
の
津
波
の
想
定
は
３
・
６

ｍ
で
す
が
、
町
独
自
で
の
専
門
的
な
調
査
は

難
し
い
の
で
、
県
に
詳
細
な
調
査
を
依
頼
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
と
し
て

も
避
難
場
所
や
避
難
道
路
の
明
確
化
や
整
備

を
検
討
す
る
た
め
に
、
各
区
・
自
治
会
長
と

協
力
し
て
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

原
発
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
原
発
に
万
一

の
こ
と
が
発
生
す
れ
ば
大
変
な
状
況
に
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
、
対
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。（
町
長
）

【
町
政
懇
談
会
の
開
催
日
程
】

Ｑ
町
政
懇
談
会
は
今
回
の
よ
う
な
雪

の
時
期
に
し
な
く
て
も
い
い
の
で

は
。
ま
た
、
小
学
校
区
ご
と
に
開
催
で
き
な

い
の
か
。

Ａ
予
算
編
成
な
ど
を
行
っ
て
い
く
な

か
で
こ
の
時
期
の
開
催
に
な
っ
て

し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
度
予
算

の
方
向
性
が
決
定
す
れ
ば
、
次
回
は
小
学
校

区
ご
と
で
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。（
町
長
）

【
学
校
給
食
に
地
産
地
消
を
】

Ｑ
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
学

校
給
食
に
地
元
農
産
物
を
安
定
し

て
供
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
地
産
地
消
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う

と
、
今
春
か
ら
学
校
給
食
に
お
け

る
地
産
地
消
に
関
す
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
や
関
係
者
な
ど

と
事
前
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ふ
る
さ
と
の
食
材
を
子
ど
も
た
ち

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
考
え
の
下
で
、

給
食
セ
ン
タ
ー
は
地
元
農
家
や
Ｊ
Ａ
か
ら
農

産
物
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
費
用
が
割
高
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
を
給
食
費
に
転
嫁
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
町
が
負
担
で
き

な
い
か
協
議
を
し
て
い
ま
す
。（
教
育
長
）

【
地
元
野
菜
の
販
路
拡
大
】

Ｑ
町
内
産
野
菜
を
販
売
す
る
た
め
に
、

都
市
部
に
向
け
て
の
販
路
を
設
け

て
い
る
が
、
都
市
部
の
販
売
拠
点
の
整
備
に

支
援
が
で
き
な
い
か
。

Ａ
販
売
拠
点
の
整
備
を
し
て
も
、
安

定
供
給
が
難
し
い
の
で
は
と
考
え

ま
す
。
今
後
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
と
検
討
し

ま
す
。（
町
長
）

【
特
別
支
援
学
校
の
誘
致
】

Ｑ
特
別
支
援
学
校
を
誘
致
し
て
は
、

と
い
う
話
が
あ
る
が
、
現
在
は
ど

の
段
階
な
の
か
。

Ａ
こ
れ
か
ら
誘
致
を
お
願
い
す
る
段

階
で
す
。
現
在
、
但
馬
の
中
で
は

朝
来
市
の
旧
与
布
土
小
学
校
が
空
き
校
舎
に

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
開
校
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
北
但

西
部
で
も
誘
致
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

県
立
の
特
別
支
援
学
校
は
、
但
馬
で
は
豊

岡
と
出
石
と
和
田
山
に
あ
り
、
香
美
町
か
ら

は
22
人
が
豊
岡
と
出
石
に
通
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
温
泉
町
で
は
８
人
が
鳥
取
へ
通
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
関
係
者
と

協
議
を
進
め
、
県
に
対
し
て
旧
射
添
中
学
校

を
使
用
し
て
開
校
で
き
な
い
か
と
い
う
協
議

の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。（
教
育
長
）
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小
代
区

１
月
28
日 

小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー

【
小
学
校
の
英
語
教
師
】

Ｑ
昨
年
４
月
か
ら
小
学
校
に
英
語
が

導
入
さ
れ
た
。
教
師
に
も
負
担
が

か
か
る
と
思
う
が
、
専
門
の
講
師
を
募
集
し

な
い
の
か
。

Ａ
学
習
指
導
要
領
の
変
更
で
、
本
年

度
か
ら
小
学
校
で
英
語
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
は
教
師
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

英
語
教
育
は
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合
っ

た
形
で
、
教
師
が
指
導
で
き
る
よ

う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

特
に
専
門
の
講
師
を
募
集
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
教
育
長
）

【
役
場
の
組
織
改
革
】

Ｑ
事
務
や
事
業
を
迅
速
か

つ
集
中
的
に
図
れ
る
よ

う
組
織
改
革
を
行
う
と
の
こ
と
。

小
代
地
域
局
も
３
課
６
係
あ
る
も

の
が
１
課
３
係
と
な
り
、
規
模
が

縮
小
さ
れ
る
。
こ
れ
で
十
分
な
対

応
が
で
き
る
の
か
。

Ａ
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
的
な

サ
ー
ビ
ス
や
万
一
の
災

害
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
今
ま

で
以
上
に
職
員
や
組
織
の
連
携
体

制
を
密
接
な
も
の
と
し
ま
す
。
財

政
が
厳
し
い
な
か
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と

さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
難
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
ま
す
。（
町
長
）

【
結
婚
対
策
】

Ｑ
結
婚
対
策
は
重
要
な
も
の
。
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
。

Ａ
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
結
婚

対
策
は
大
変
重
要
な
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
男
女
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
会

を
開
催
し
て
も
、
す
ぐ
に
結
果
に
結
び
付
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
婚
対
策
は
今

後
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
県
も
結

婚
対
策
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
連

携
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

（
町
長
）

【
小
代
診
療
所
】

Ｑ
小
代
診
療
所
の
医
師
確
保
は
難
し

い
。
そ
の
経
費
で
、
ほ
か
の
医
療

機
関
へ
の
送
迎
な
ど
が
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
小
代
区
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
現
在
は
別
の
医

療
機
関
に
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
診
療

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
診
療
所
が
閉
鎖
さ
れ
れ
ば
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
不
安
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
ご
指
摘
の
方
法
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
や
は
り
万
一
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

何
と
か
小
代
診
療
所
に
常
勤
医
師
を
確
保
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。（
町
長
）

【
食
の
Ｐ
Ｒ
】

Ｑ
昨
年
、
姫
路
市
で
行
わ
れ
た
ご
当

地
グ
ル
メ
の
祭
典
で
「
カ
ミ
ぞ
う

す
い
」
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
。
今
後
も
特
色
あ
る

料
理
な
ど
を
継
続
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、「
食
」
を

通
し
て
観
光
や
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ
姫
路
市
で
の
「
カ
ミ
ぞ
う
す
い
」

の
Ｐ
Ｒ
や
青
年
会
議
所
を
中
心
と

し
た
「
香
住
丼
」
な
ど
、
今
後
の
観
光
Ｐ
Ｒ

に
は
「
食
」
を
避
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
今
後
も
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、

さ
ら
に
「
食
」
を
通
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
図
り

ま
す
。（
産
業
部
長
）

【
防
災
安
全
室
】

Ｑ
４
月
以
降
の
役
場
の
組
織
改
革

に
防
災
安
全
室
を
設
置
し
、
専

門
知
識
を
持
つ
職
員
を
養
成
す
る
と
し
て

い
る
が
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
。
そ
れ
で
は
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
防
災
安
全
室
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、

消
防
団
や
各
自
治
会
と
の
関
連
は
ど
う
す

る
の
か
。

Ａ
総
務
課
内
に
防
災
安
全
室
を
設

け
、
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
防

災
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
職
員

を
早
急
に
養
成
し
、
配
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
組
織
内
の
指
揮
・
命
令
系

統
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で

す
。
そ
の
上
で
、
消
防
団
、
各
自
治
会
の

防
災
の
皆
さ
ん
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、防
災
体
制
を
強
化
し
ま
す
。（
町
長
）

【
柴
山
地
区
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
】

Ｑ
香
住
地
区
に
は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
あ
る
が
、
柴
山
地
区
に
は
な

い
。
親
が
仕
事
を
し
や
す
い
よ
う
、
柴
山
地

区
に
も
同
様
の
も
の
が
作
れ
な
い
の
か
。

Ａ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
幼
稚
園

か
ら
小
学
校
４
年
生
ま
で
の
園
児
、

児
童
を
終
業
後
に
預
か
る
も
の
で
す
。
一
定

の
人
数
が
集
ま
れ
ば
県
の
補
助
な
ど
を
活
用

し
て
運
営
で
き
ま
す
が
、
利
用
者
が
少
人
数

で
あ
れ
ば
開
設
も
困
難
で
す
。

　

今
後
、
利
用
の
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
要
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

れ
ば
、
開
設
を
検
討
し
ま
す
。（
健
康
福
祉

部
長
）

▼どの会場でも活発な質疑が交わされました（1月 27 日、村岡会場の様子）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　役場本庁舎で 3月 6日、スポーツや芸術などで活躍した町内

の児童・生徒を表彰する「平成 23 年度 児童生徒表彰式」を行

いました。（順不同・敬称略）

●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

【
町
長
表
彰
】

【
教
育
長
表
彰
】

今
西
梨な

ず

な

沙
南(

柴
山
小
２
年)

　
　

第
31
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
水
産
庁
長
官
賞
（
低
学
年
の
部
）

濱
名
洋ひ

ろ
ゆ
き幸(

柴
山
小
２
年)

　
　

第
31
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
農
林
水
産
大
臣
賞
（
低
学
年
の
部
）

山
本
葉は

づ

き月(
柴
山
小
４
年)

　
　

第
31
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
水
産
庁
長
官
賞
（
高
学
年
の
部
）

射
添
小
学
校

　
　

第
50
回
兵
庫
県
学
校
歯
科
保
健
大
会
最
優
秀
校

瀬
戸
浦
佑ゆ

う

な奈(

香
住
一
中
２
年)

　
　

第
57
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
兵
庫
県
大
会
２
年
女
子
１
０
０
ｍ
第
１
位

　
　

第
57
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
兵
庫
県
大
会
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

　
　

第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

森
田
玲れ

い

か加(

香
住
一
中
３
年)

　
　

第
57
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
兵
庫
県
大
会
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

　
　

第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

石
津
七な

な

み海(

香
住
一
中
３
年)

　
　

第
57
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
兵
庫
県
大
会
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

　
　

第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

小
西　

陽
み
な
み(

香
住
一
中
３
年)

　
　

第
57
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
兵
庫
県
大
会
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

　
　

第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

香
住
第
二
中
学
校

　
　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
地
区
学
校
賞
（
教
育
委
員
会
賞
）

裏
戸
茅か

や

こ子(

香
住
二
中
２
年)

　
　

兵
庫
県
児
童
・
生
徒
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）

村
岡
中
学
校

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
団
体
総
合
優
勝
（
女
子
）

村
岡
中
学
校
男
子
卓
球
部

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
競
技
大
会
男
子
団
体
戦
優
勝

　
　

平
成
23
年
度
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
60
回
近
畿
中
学
校
卓
球
大
会
男
子
団
体
戦
準
優
勝

上
田
晃こ

う

や也(

村
岡
中
３
年)

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

小
谷
美み

お王(

村
岡
中
３
年)

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

小
谷
陽は

る

な菜(

村
岡
中
１
年)

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

小
代
中
学
校

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
団
体
総
合
優
勝
（
男
子
）

松
岡
由ゆ

き

ほ

貴
穂(

香
住
小
６
年)

　

第
36
回
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
す
ご
い
ア
イ
デ
ア
で
賞

中
村　

睦
む
つ
み(

射
添
小
６
年)

　

第
57
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
県
教
育
委
員
会
賞

　

第
57
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
賞

中
瀬
勝か

つ
の
り則(

香
住
二
中
１
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

清
水
二ふ

た

ば葉(

香
住
二
中
１
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

安
田　

望
の
ぞ
み(

香
住
二
中
１
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

黒
崎
滉こ

う

た太(

香
住
二
中
２
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

滝
本　

蓮れ
ん(

香
住
二
中
２
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

西
村
由ゆ

き紀(

香
住
二
中
２
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

稲
垣
百も

も

な那(

香
住
二
中
３
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

沼
田
茉ま

り

な

里
那(

香
住
二
中
３
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

原
田
夏か

ほ帆(

香
住
二
中
３
年)　

第
71
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

村
瀬
陽よ

う
す
け祐(

村
岡
中
３
年)

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
62
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
競
技
大
会
男
子
個
人
戦
第
３
位

村
瀬
晶あ

き

こ子(

村
岡
中
１
年)

　

第
50
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
新
人
大
会
女
子
個
人
戦
第
３
位

小
倉
佑ゆ

き

こ

季
子(

村
岡
中
３
年)

　

平
成
23
年
度
少
年
の
主
張
兵
庫
県
大
会
「
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
１
」
県
青
少
年
本
部
理
事
長
優
秀
賞

川
戸
浩ひ

ろ

き輝(

小
代
中
１
年)

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

小
林
和か

ず
み
つ光(

小
代
中
３
年)

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
１
位

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
１
位

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

邊
見
力り

き

や哉(

小
代
中
３
年)

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

藤
村
泰た

い

が河(

小
代
中
２
年)

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

今
井
智と

も

き希(

小
代
中
１
年)

　
　

第
55
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
57
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

川
戸
将ま

さ
と
し稔(

小
代
中
３
年)

　
　

第
60
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
、
第
18
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

平成 23年度 がんばった児童・生徒を表彰

おめでとう！おめでとう！
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　これまでは外来診療での窓口負担額が

高額になった場合でも、いったんその額

を窓口で支払っていただき、後日、高額

療養費として払い戻していました。

　しかし、4月 1日からは被保険者証や

限度額適用認定証などを医療機関などの

窓口で提示すれば、入院した場合と同様

に窓口負担額を一定額（自己負担限度額）

までとすることができます。

外来診療での医療費が高額な場合
　　　　窓口負担が変わります

国民健康保険・後期高齢者医療制度

●問い合わせ先　役場健康課・各地域局健康福祉課

　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合事務局　℡ 078・326・2612

自己負担限度額の概要

事前手続きと医療機関窓口での手続き

区　分
自己負担限度額 (月額 )

3 回目まで 4回目以降

上位所得者※ 150,000 円＋（医療費－ 500,000 円）×１％ 83,400 円

一般 80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％ 44,400 円

低所得 35,400 円 24,600 円

※上位所得者とは、基礎控除後の「総所得金額」が 600 万円を超える世帯

◇国民健康保険被保険者（70 歳未満）の場合

区　分

自己負担限度額 ( 月額 )

個人単位
[ 外来 ]

世帯単位
[ 入院含む ]

現役並み所得者※ 44,400 円
80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％

[44,400 円 ] ※

一般 12,000 円 44,400 円

低所得
Ⅱ

8,000 円
24,600 円

Ⅰ 15,000 円

※現役並み所得者とは…

　国民健康保険… 同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の 70 歳以上 75 歳未満の

被保険者がいる人

　後期高齢者医療制度… 同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の被保険者がいる人

（収入額によっては一般に該当する場合もあり）

※［　］内は過去 12ヵ月以内で 4回目からの額

◇ 国民健康保険被保険者（70 歳以上 75 歳未満）および

後期高齢者医療制度被保険者の場合

　この制度は『同一医療機関など』での『同一

月』での窓口負担が対象となります。

　ただし、複数の医療機関などでの各窓口負担

額が自己負担限度額を超えることがなくても、

その合算額が自己負担限度額を超える場合、後

日、申請すれば今までと同様に高額療養費の払

い戻しを受けることができます。

限度額適用認定証の交付対象者は…

　国民健康保険と後期高齢者医療制度の被保険

者で次に該当する人は、事前に「限度額適用認

定証」などの交付を受ける必要があります。

　・70歳未満の人

　・70歳以上の非課税世帯などの人

限度額適用認定証の申請方法は…

　役場健康課または各地域局健康福祉課に備え

付けの申請書に必要事項を記入し、次のものを

持参して申請してください。

　・ 国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療

制度被保険者証、高齢受給者証（該当する

もの）

　・印鑑

対象となる医療機関は…

　保険医療機関、保険薬局、指定訪問看護事業

者など

　※ 柔道整復、針きゅう、あんま・マッサージ

の施術などは対象外

区　分 事前手続き 医療機関窓口での手続き

・70歳未満の人
・70歳以上の非課税世帯などの人

限度額適用認定証
の交付申請が必要

『限度額適用認定証』を提示

70歳以上 75歳未満で、非課税
世帯などではない人

なし 『高齢受給者証』を提示

75歳以上で、非課税世帯等では
ない人

なし
『後期高齢者医療制度被保険者証』

を提示
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
特
別
な

事
由
に
該
当
し
、
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
一

部
負
担
金
を
免
除
・
徴
収
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

縦
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
が
納
付

す
べ
き
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
が
、
町
内
の
ほ
か
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
と
比
べ
て
適
正
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制

度
で
す
。

縦
覧
期
限

　

４
月
２
日（
月
）か
ら
５
月
１
日（
火
）

の
平
日
で
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
納
税
者

　
　
　

（
手
数
料
は
無
料
）

縦
覧
で
き
る
帳
簿

・ 
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
土
地
の
所

在
地
、
地
目
、
地
積
お
よ
び
価
格
）」

・ 

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家
屋
の

所
在
地
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
お
よ
び
価
格
）」

※ 

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
納
税
通
知

書
、
ま
た
は
本
人
確
認
の
で
き
る
書

類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

　

納
税
義
務
者
は
、
自
己
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借
地
人
や
借
家
人
は
、
賃

貸
借
契
約
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

　

※ 

納
税
義
務
者
以
外
の
人
は
、
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
の
権
利
が

確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ
（
縦
覧
・
閲
覧
・
提
出
）
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局
地
域
振
興
課

平
成
24
年
度

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を
一
つ
に
す
る
人
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
継
続

的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

減
免
申
請
書
提
出
期
限

　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
４
月
25
日
（
水
）
ま
で

提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
写
し

注
意
事
項

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減

免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
利

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

一
部
負
担
金
の
減
免
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

減
免
制
度
と
は
…

　

被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世

帯
主
な
ど
が
、
次
の
〝
特
別
な
事

由
〞
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
一

時
的
に
著
し
く
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
一

部
負
担
金
の
免
除
・
徴
収
猶
予
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
部
負
担
金
と
は
…

　

保
険
医
療
機
関
で
支
払
う
医
療

費
の
自
己
負
担
額
を
指
し
ま
す
。

特
別
な
事
由
と
は
…

・ 

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
災
害
で
資
産
に

重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

・ 

干
ば
つ
、
冷
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
、
不
良
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
理
由
で
収
入
が
著

し
く
減
少
し
た
と
き

・ 

事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、

失
業
な
ど
で
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
と
き

申
請
す
る
に
は
…

　

役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局

健
康
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
も

の
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

・ 

医
療
機
関
を
受
診
す
る
人
の
被

保
険
者
証

・ 

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
給
与
支

払
明
細
書
な
ど
収
入
の
状
況
が

分
か
る
も
の
（
直
近
の
も
の
）

・ 

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
預
金
通

帳
・ 

雇
用
保
険
受
給
者
証
、
離
職
証

明
書
な
ど
（
申
請
理
由
が
失
業

の
場
合
）

・ 

り
災
証
明
書
な
ど
（
申
請
理
由

が
災
害
な
ど
に
よ
る
場
合
）

・ 

そ
の
他
、
申
請

理
由
を
明
ら
か

に
す
る
書
類

・
世
帯
主
の
印
鑑



7 －広報 ふるさと香美 2012.3

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
て

兵
庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度
が
ス
タ
ー
ト

●
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
障
害
者
支
援
課　

℡
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３
７
９

　

兵
庫
県
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し

元
気
に
活
動
で
き
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
４
月
か

ら
『
兵
庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度
』
を
開

始
し
ま
す
。

制
度
の
概
要

　

一
般
の
駐
車
区
画
を
利
用
す
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
な
ど
の
た
め

に
幅
が
広
く
作
ら
れ
て
い
る
「
車
い
す
使
用

者
利
用
駐
車
施
設
」。
こ
の
駐
車
施
設
を
健

常
者
が
使
用
し
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人

な
ど
が
駐
車
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
適
正
な
利

用
を
改
善
し
、
駐
車
施
設
を
本
当
に
必
要
と

し
て
い
る
人
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
県
内
共
通
の
利
用
証
を
交
付
し
て
、
駐

車
施
設
の
適
正
な
利
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
駐
車
施
設

　

公
共
施
設
や
商
業
施
設
、病
院
な
ど
の『
兵

庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
案
内
標
示
』（
下
図
）

が
あ
る
駐
車
区
画
。
対
象
施
設
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

eb.pref.hyog
o.lg
.jp/

shog
aishashien/index.htm

l

）
で
確
認
で

き
ま
す
。

利
用
証
の
掲
示

　

兵
庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
案
内
標
示
の
あ

る
駐
車
区
画
を
利
用
す
る
場
合
、利
用
証（
左

下
図
）
を
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
掛
け
る
な
ど
し

て
外
か
ら
見
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
証
の
交
付
対
象
者

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害

者
、
難
病
患
者
、
高
齢
者
、
妊
産
婦
、
傷
病

人
な
ど
の
〝
歩
行
に
配
慮
が
必
要
な
人
〞

利
用
証
の
申
請
方
法

　

県
庁
障
害
者
支
援
課
お
よ
び
県
内
各
健
康

福
祉
事
務
所
な
ど
（
但
馬
地
域
は
豊
岡
健
康

福
祉
事
務
所
、
新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
）

に
備
え
付
け
の
申
請
書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
歩
行
に
配
慮
が
必
要
な
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
証
の
交
付

・ 

利
用
証
は
、
原
則
と
し
て
即
日
交
付
し
ま

す
が
、
確
認
の
た
め
後
日
の
交
付
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・ 

申
請
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
確
認
書
類

の
取
得
経
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・ 

代
理
申
請
も
可
能
で
す
が
、
必
ず
本
人
の

承
諾
（
申
請
書
内
に
記
載
）
を
得
た
う
え
、

代
理
人
の
身
分
証
明
書
を
提
示
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※ 

「
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
」（
公
安
委

員
会
発
行
）
も
利
用
証
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

　

３
月
25
日
か
ら
10
月
27
日
ま

で
の
運
航
ダ
イ
ヤ
が
次
表
の
と

お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※ 詳しくはＪＡＬ予約センターにお問い合わせください。
※ ダイヤの変更に伴い、東京（羽田）乗り継ぎについても変更になります。
※ 時刻表は、予告なしに変更されることがありますので搭乗の際には必ずご確認ください。

但馬～大阪（伊丹）の時刻表（3/25 ～ 10/27）

大阪（伊丹） 但馬 大阪（伊丹）

現行 9:20 ⇒ 10:00 10:25 ⇒ 11:00

変更後 9:00 ⇒ 9:40 10:05 ⇒ 10:45

現行 15:25 ⇒ 16:05 16:30 ⇒ 17:05

変更後 15:55 ⇒ 16:35 17:00 ⇒ 17:40

2321 便 2322 便

2323 便 2324 便

ダダ
変変
更更

イイ ヤヤ
コウノトリ但馬空港

制
度
の

一
般

対
象
と

公
共

利
用
証

県
庁

利
用兵

庫

利
用
証

身
体

利
用利

用

▼
兵庫ゆずりあい駐車場案内標示（実物はカラー）

▲利用証
　 （左は妊産婦・傷病人用、右は障害者・
高齢者・難病患者用）（実物はカラー）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

地域医療
今、私たちにできること…

●問い合わせ先　役場健康課地域医療対策室

　

医
療
、
住
民
、
行
政
が
手
を
携
え
、
地

域
医
療
を
通
し
て
よ
り
良
い
地
域
社
会
を

目
指
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が

健
康
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
で
少
し
ず
つ
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

今
回
は
、「
知
り
た
い
！
地
域
の
医
療

現
場
リ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
、
昨
年
11
月
に

佐
津
診
療
所
に
赴
任
さ
れ
た
山
本
則
之
医

師
に
お
話
し
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

―
―
出
身
、
趣
味
は

　

高
校
生
ま
で
は
大
阪
、
大
学
生
時
代
は
京

都
に
い
ま
し
た
。
今
は
佐
津
診
療
所
の
医
師

住
宅
に
単
身
で
い
ま
す
が
、
基
本
的
な
住
居

は
京
都
で
す
。
趣
味
は
囲
碁
と
山
登
り
で
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

　

27
歳
ま
で
地
方
で
研
修
を
受
け
、
そ
れ
以

降
、
昨
年
ま
で
は
京
都
と
大
阪
の
医
療
機
関

に
勤
務
し
、
泌
尿
器
科
と
透
析
部
門
を
中
心

に
医
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

―
―
赴
任
す
る
き
っ
か
け
は

　

学
生
の
頃
か
ら
、
い
ず
れ
は
※

無
医
地
区

で
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

毎
日
の
仕
事
量
が
多
く
、
そ
の
き
っ
か
け
が

見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
65

歳
を
区
切
り
に
し
よ
う
と
決
心
し
、
佐
津
診

療
所
に
赴
任
す
る
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

透
析
領
域
で
は
、
思
わ
ぬ
合
併
症
や
脳
血

管
障
害
、
狭
心
症
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど

の
症
例
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
対
応

す
る
た
め
、
外
科
、
整
形
外
科
処
置
、
内
科

的
治
療
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

経
験
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
動
機

の
一
つ
で
す
。

　

今
後
は
、
周
囲
の
医
療
機
関
の
ご
協
力
も

得
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
の
印
象
は

　

想
像
と
覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た
が
雪
に
は

参
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
着
任
早
々
、
診
療
所
の
向
か
い
の

香
住
第
二
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
、「
さ
よ

う
な
ら
」、「
お
疲
れ
様
で
す
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
た
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

―
―
赴
任
し
た
感
想
は

　

佐
津
診
療
所
が
再
開
し
、
助
か
る
と
思
っ

て
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
、
そ
の
気
持
ち

を
素
直
に
表
現
さ
れ
る
の
で
、
赴
任
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
も
う
少
し
患
者
さ
ん
が
多
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
多
い
日
で
10
人
程

度
、
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
な
い
日
も
あ
っ
た

の
は
少
し
残
念
で
し
た
。

―
―
地
域
の
暮
ら
し
を
ど
う
感
じ
る

　

往
診
に
出
向
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
皆
さ

ん
が
寒
い
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
。
都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
違
い
、

一
歩
出
れ
ば
外
は
雪
。
こ
れ
で
は
寝
た
き
り
、

運
動
不
足
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
布
団
を

か
ぶ
っ
て
、
横
に
な
っ
て
い
る
の
が
一
番
い

い
と
思
う
方
が
多
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
生
ま
れ
育
ち
、
嫁
い
で
き
た
所

だ
か
ら
、
こ
こ
に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
地

域
へ
の
愛
着
の
気
持
ち
も
感
じ
ま
し
た
。

―
―
皆
さ
ん
へ
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
は

　

私
自
身
も
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。

や
は
り
歩
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
が
、

雪
の
中
を
お
年
寄
り
が
歩
く
の
は
現
実
的
に

困
難
で
す
。
部
屋
を
暖
か
く
し
て
、
で
き
る

だ
け
横
に
な
る
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
テ
レ
ビ
よ
り
ラ
ジ
オ
を
お
勧
め

し
ま
す
。
画
面
を
見
る
よ
り
、
は
る
か
に
想

像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
動

き
な
が
ら
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
―
今
後
の
抱
負
は

　

診
療
所
で
患
者
さ
ん
を
待
つ
だ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
は
地
区
の
公
民
館
な
ど
で
健

康
相
談
の
場
を
設
け
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

困
っ
た
ら
、
と
に
か
く
診
療
所
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
気
軽
に
診
療
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

地
域
医
療
へ
の
熱
い
思
い
を

香
美
町
に
！

▲診察を行う山本医師（写真右）

※無医地区とは…
　おおむね半径 4㎞の区域内に人口 50 人以上が居住している地域であって、
かつ、容易に医療機関を利用することができない地区
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

こんな
とき、どうする？

～ 〝相続放棄〟って何？ ～
　遺族が故人から相続を受ける際、

①財産と債務（借金など）を両方受け継ぐ『単純承認』

②財産の範囲内で債務を受け継ぐ『限定承認』

③財産と債務を両方放棄する『相続放棄』

の 3通りの選択ができます（②と③は家庭裁判所に申し出が必要）。

　債務のすべてを相続し、返済に苦しむ遺族は少なくありません。こ

のように債務が多い場合は、手続により相続を放棄できます。しかし、

葬儀費用にあてようと、故人の預金などの一部を処分すると単純承認

したとみなされます。

　③の相続放棄は、原則 3ヵ月以内の手

続きが必要ですが、財産と債務の調査など

に時間がかかる場合は期間の延長もできま

す。

　詳しくは、消費生活相談窓口や弁護士、

司法書士などの専門家にご相談ください。

＜消費生活相談窓口＞
●役場消費生活相談窓口

　（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

の診療体制
が診療します常勤医師

　兎塚・川会診

療所は、現在、

午前診療ですが、

4 月から次のと

おり午後診療に

なります。

　昨年７月の常勤医師の逝去に伴って診

療体制を縮小していた小代診療所ですが、

常勤医師の赴任が決まり、今年９月から

従来の診療体制に戻ります。

　８月末までは、これまでどおり週２回

の診療を行いますが、９月の常勤医師の

赴任によって、週５日の診

療体制となる予定です。

　診療時間などの詳細につ

いては、今後、ご案内しま

すので、ご協力とご理解を

お願いします。

●問い合わせ先　役場健康課 ●問い合わせ先　役場健康課

曜日 月 火 水 木 金

午後
受付12:00 ～ 15:00
診察 13:30 ～

－ －
兎
塚
川
会
－

兎塚・川会診療所
香美町国民健康保険

小代診療所
香美町国民健康保険

変更のお知らせ

９月から
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

も
っ
と
『
学
ぼ
う
』

も
っ
と
『
遊
ぼ
う
』

地
域
の
宝
・
み
ん
な
の
宝

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

●
問
い
合
わ
せ
先

　

・
役
場
観
光
商
工
課

　

・
香
美
町
海
の
文
化
館　

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
１

ひ
と
は
く
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー

▲ 香美町版ジオパークキャラクター
「ジオンくん」

平
成
24
年
度
も
開
催
予
定

　

今
年
度
、
月
に
１
回
開
催
し
た
「
ひ
と
は

く
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」。
香
美
町
の
豊
か
な
自

然
な
ど
を
題
材
に
、
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館
の
研
究
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
に
せ
ま
っ
た
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
の
う
ち
、
今
年
１
月
の
『
チ
ョ
コ
と

コ
コ
ア
で
お
い
し
い
火
山
実
験
を
し
よ
う
』

の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
特
徴
は
「
普
段
、
口
に

す
る
食
材
で
火
山
の
で
き
方
や
噴
火
を
再
現

し
て
み
よ
う
」
と
い
う
も
の
。
使
用
し
た
の

は
、
生
チ
ョ
コ
、
コ
コ
ア
、
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー

キ
、
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
お
い
し
そ

う
な
材
料
ば
か
り
。
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、

参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
が
家
族
連
れ
で
し
た
。

　

最
初
の
実
験
は
、
マ
グ
マ
（
地
下
の
ド
ロ

ド
ロ
に
溶
け
た
岩
石
）
の
種
類
に
よ
っ
て
、

火
山
の
噴
火
口
か
ら
出
る
溶
岩
（
マ
グ
マ
が

地
表
に
出
た
も
の
）
の
流
れ
方
が
ど
う
違
う

の
か
と
い
う
も
の
で
、
用
意
し
た
の
は
、
真

ん
中
に
小
さ
い
穴
が
開
い
た
透
明
の
板
と
注

射
器
、
コ
コ
ア
、
生
チ
ョ
コ
、
は
ち
み
つ
。

　

ま
ず
、
穴
の
開
い
た
透
明
な
板
の
上
に
、

穴
が
中
心
と
な
る
よ
う
に
コ
コ
ア
を
盛
り
上

げ
小
山
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
板
の
下
か
ら

注
射
器
を
使
っ
て
、
生
チ
ョ
コ
と
は
ち
み
つ

を
注
入
し
ま
す
。
こ
の
実
験
で
は
、粘
性（
粘

り
気
）
の
違
う
２
種
類
の
液
体
を
マ
グ
マ
に

見
立
て
て
、
そ
の
違
い
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

一
般
に
、
マ
グ
マ
は
ケ
イ
酸
（
ガ
ラ
ス
の

成
分
）
の
含
有
量
が
高
い
ほ
ど
粘
性
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
雲
仙
普
賢
岳
（
長
崎

県
）
の
マ
グ
マ
は
ケ
イ
酸
を
多
く
含
む
流
紋

岩
の
割
合
が
高
く
、
こ
の
た
め
流
れ
に
く
く
、

溶
岩
ド
ー
ム
を
形
成
し
ま
す
。
逆
に
神
鍋
火

山
（
豊
岡
市
日
高
町
）
は
ケ
イ
酸
の
量
が
少

な
い
玄
武
岩
の
割
合
が
高
く
、
粘
性
が
低
く

サ
ラ
ッ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
れ
や
す

い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
流
紋

岩
質
の
マ
グ
マ
を
生
チ
ョ
コ
で
、
玄
武
岩
質

の
マ
グ
マ
を
は
ち
み
つ
で
代
用
。
参
加
者
は

〝
お
い
し
い
マ
グ
マ
〞
を
使
っ
て
そ
の
性
質

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
の
は
、
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
を

使
っ
た
岩
脈
と
岩
床
の
実
験
で
す
。
岩
脈
と

は
、
マ
グ
マ
が
大
地
の
割
れ
目
に
沿
っ
て
地

表
に
向
か
っ
て
突
き
抜
け
、
冷
え
て
固
ま
っ

た
も
の
。
そ
の
際
、
途
中
で
枝
分
か
れ
し
て
、

地
層
と
地
層
の
間
を
流
れ
て
固
ま
っ
た
も
の

を
岩
床
と
い
い
ま
す
。
猿
尾
滝
（
村
岡
区
）

を
形
作
っ
て
い
る
岩
石
も
岩
脈
の
名
残
だ
そ

う
で
す
。

　

実
験
で
は
、
先
ほ
ど
同
様
に
穴
の
開
い
た

板
の
上
に
〝
大
地
〞
に
見
立
て
た
ス
ポ
ン
ジ

ケ
ー
キ
を
用
意
。
こ
の
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
は

上
下
に
ス
ラ
イ
ス
し
て
、そ
の
間
に
〝
地
層
〞

に
見
立
て
た
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
が
塗
っ
て

あ
り
ま
す
。
こ
の
大
地
の
下
か
ら
生
チ
ョ
コ

を
注
入
し
、
そ
の
後
、
上
か
ら
切
っ
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
、
見
事
な
生
チ
ョ
コ
の
岩
脈

と
岩
床
を
発
掘
し
ま
し
た
。

　

通
常
、
火
山
や
岩
石
を
学
ぶ
際
は
専
門
用

語
ば
か
り
。
説
明
を
受
け
て
も
難
し
い
も

の
で
す
が
、〝
お
い
し
い
実
験
〞
を
す
る
と
、

と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

か
ら
も
「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
大
好
評
。
最

後
は
参
加
者
が
〝
お
い
し
い
火
山
や
大
地
〞

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る「
ひ

と
は
く
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」。
来
年
度
も
引
き

続
き
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

▲ 生チョコを板の下から注入して、粘性の高いマ
グマを再現。ココアの火山に溶岩ドームが出現。

▲ 大地に見立てたスポンジケーキに、下から生チョ
コ（マグマ）を注入する参加者
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第第
1515
回
「
海
の
絵
画
展
」
作
品
の
紹
介

回
「
海
の
絵
画
展
」
作
品
の
紹
介

「魚たちと遊ぶぼく」

黒野蒼
そ う ま

真（奥佐津小 1年）

「元気なカニと魚たち !!」

松本哲
て っ た

汰（柴山小 3年）

「海の中で」

徳永裕
ゆ う た

太（豊岡市立五荘小 5年）

「船着き場」

安田優
ま さ き

希（香住第二中 2年）

「出漁」

中瀬勝
かつ の り

則（香住第二中 1年）

「イルカのジャンプを見たよ」

水本翔
しょ う た

大（豊岡市立五荘小 2年）

「ダイオオイカの争い」

丸山 絢
けん

（豊岡市立五荘小 4年）

「香住の漁船」

岡田真
ま い

依（香住小 6年）

「漁船」

宮下圭
けい す け

介（香住第二中 3年）

　「海」をテーマに募集した第 15回海の絵画展（海の文

化館主催）。町内外の小中学生から 343点の応募があり、

美しい海や魚、漁船や漁港を題材にした素晴らしい力作が

集まりました。

　ここで、特選に選ばれた作品をご紹介します。（敬称略） ●問い合わせ先　役場農林水産課

●問い合わせ先　役場町民課

　皆さんで取り組んでいるエコキャップ運動。今年 1月ま

での 1年間で 505,847 個（ポリオワクチンに換算すると約

630 人分）のペットボトルキャップを回収することができ

ました。

　また、運動が始まってから2年半。今までに回収したペッ

トボトルキャップは 100 万個を超え、1,203,432 個（ポリ

オワクチン約 1,500 人分）になりました。多くの皆さんに

ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。

　エコキャップ運動は、貧しい多く

の子どもたちの命を救うとともに、

キャップの再資源化によってごみの減

量にもつながります。引き続き皆さん

のご協力をお願いします。

善意
の輪が

広がっています善意
の輪が

広がっています

エコキャップ運動

ますます



広報 ふるさと香美 2012.3 － 12

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

香
住
短
歌
会

警
報
に
広
が
る
行
事
の
中
止
令
香
住
の
町
は
冬
眠
せ
し

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井 

清
子

刈
り
取
り
の
終
り
し
稲
田
の
穂
を
拾
え
ば
収
穫
と
い
う

醍
醐
味
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

戯
れ
て
窓
に
抱
き
つ
く
粉
雪
を
払
え
ば
冷
た
き
指
の
温

も
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

偲
ば
れ
て
歌
の
一
首
の
届
き
た
る
没
後
七
年
に
わ
か
に

春
め
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村 

美
砂
子

中
古
車
の
よ
う
な
る
わ
が
身
を
労
わ
り
て
な
だ
め
つ
つ

生
き
ん
ま
だ
夢
も
て
ば　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

残
り
湯
も
走
ら
ぬ
溝
に
雪
凍
て
て
な
ほ
も
魔
物
は
路
地

め
が
け
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

「
格
別
の
酢
み
そ
合
え
で
す
」
と
ほ
め
ら
れ
て
気
負
い

の
一
つ
の
と
け
て
ゆ
き
た
り　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

我
れ
海
軍
兄
レ
イ
テ
と
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
と
座
席

の
前
の
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

喜
ん
だ
り
は
ら
は
ら
し
つ
つ
も
歩
み
来
ぬ
あ
と
一
漕
ぎ

か
金
婚
の
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置 

美
佐
子

言
葉
も
な
く
テ
レ
ビ
と
向
き
合
う
夕
飯
時
き
ら
く
で
い

い
な
は
負
け
惜
し
み
な
り　
　
　
　
　

中
村 

典
子

大
津
波
の
く
れ
ば
も
ろ
と
も
死
ぬ
ま
で
と
あ
ま
り
に
も

い
さ
ぎ
よ
し
夫
の
言
葉
の　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

庇
ま
で
届
く
高
さ
に
雪
積
み
て
雪
洞
の
中
に
棲
み
ゐ
る

心
地
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

ぐ
ら
ぐ
ら
と
沸
騰
し
て
い
る
冬
の
海
見
つ
め
て
お
れ
ば

勇
気
わ
き
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

い
に
し
え
の
殿
も
め
で
し
と
う
猿
尾
滝
今
も
人
び
と
立

ち
寄
り
て
見
上
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

山
田 

素
子

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

　町では、公共事業の選択や実施に当たり、投資効率

や実施過程の透明性を高めるため、その必要性や効果

などについて評価を受けています。

　このたび開催された審査会で、平成 24年度以降に

実施予定の事業について審査があり、次の事業が原案

のとおり認定されました。

　なお、公共事業の審査は、香美町公共事業評価審査

会（内部審査会）および香美町総合計画審議会（外部

審査会）で行っています。

●問い合わせ先　役場企画課

審査結果のお知らせ
公共事業評価

事業名 事業内容など

生活基盤近代化
事業
（村岡中区簡易水道）

　現在の水源は、土砂の堆積や降雨
時の高濁水の発生などにより十分な
水量の確保が困難な状況にある。
　そこで、蘇武トンネルからの湧水
を新たな水源とし、併せて浄水場の
整備・統合により、安心・安全で安
定的な水の供給を確保する。

簡易水道再編推
進事業
（香住区簡易水道など）

　香住区森の浄水場整備に併せて、
各簡易水道施設の適時的確な運転管
理とその一元化を図るため、各施設
に設置している遠隔監視システムの
更新を行う。
　また、これに伴い各施設に残留塩
素計と濁度計を設置し、安心・安全
な水の供給を行う。

家ノ前線道路改
良事業
（村岡区柤岡工区）

　緊急車両の進入確保、日常交通の
安全確保、生活利便性の向上を図る
ため、現在の狭小道路を改良し、交
通障害を解消する。

審査結果一覧表

続々と快挙を達成！

　1961 年にベルギー政府などが創設した食品品評機関の

モンドセレクション。最近では、㈱トキワ（香住区三谷）、

マルヨ食品㈱（香住区香住）、㈱円山菓寮（香住区森）の

製品が入賞しています。

　また、世界での日本酒の理解や認識向上を図ろうと行わ

れている国際的な日本酒コンテスト「インターナショナル

・サケ・チャレンジ」では、香住鶴㈱（香住区小原）が入

賞を果たすなど、町内で製造された製品が高く評価されて

います。

　今後も、町内企業の製品や町内特産物などがさまざまな

快挙を成し遂げることが期待されます。

頑張る〝町内企業〟
続々と快挙を達

19

頑張

入

れて

さまざまな
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求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 24年 2月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（1/23 ～ 2/19）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（1/23 ～ 2/19）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　

何
事
も
〝
度
〞
を
超
す
と
辛

い
も
の
で
す
。
冬
季
の
降
雪
は
、

日
本
海
側
に
住
む
私
た
ち
に

と
っ
て
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、今
冬
の
雪
は
、〝
度
〞

を
越
し
て
い
ま
す
。
雪
か
き
に
、

雪
お
ろ
し
…
。
春
を
待
ち
遠
し

く
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
物
事
が

何
度
も
繰
り
返
す
さ
ま
を
〝
度

度
〞（
た
び
た
び
）
と
い
い
ま

す
が
、
豪
雪
は
繰
り
返
さ
れ
る

と
た
ま
り
ま
せ
ん
。
次
の
冬
は

〝
ホ
〞
と
一
息
つ
け
る
ぐ
ら
い

の
〝
程
程
〞（
ホ
ど
ホ
ど
）
に

な
り
ま
す
よ
う
に
（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News
倒
れ
な
い
か
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
！

雪
玉
積
み
選
手
権
（
１
月
29
日
、
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
）

　

制
限
時
間
内
に
ど
れ
だ
け
高
く
雪
玉
を
積
み
上
げ
ら
れ
る
か
を
競

う
「
雪
玉
積
み
選
手
権
」
が
１
月
29
日
、ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
（
村

岡
区
大
笹
）
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ハ
チ
北
高
原
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
「
ハ
チ
北
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。
１
チ
ー
ム
２
〜
４
人
で
挑
戦
し
、
自
分

た
ち
の
作
っ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
雪
玉
を
積
み
上
げ
て
、
そ
の
高
さ

を
競
う
も
の
。

　

６
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
町
内
外
か
ら
42
組
が
参
加
。
こ
の
日
は

気
温
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
に
は

絶
好
の
ゲ
レ
ン
デ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
雪
玉
は
な
か
な
か

固
ま
ら
ず
、
各
チ
ー
ム
と
も
悪
戦
苦
闘
。
土
台
を
大
き
く
す
る
な
ど

作
戦
を
立
て
な
が
ら
雪
玉
積
み
に
挑
む
参
加
者
に
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
、
田
村
一
朗
さ
ん
（
大
阪
府

阪
南
市
）
は
「
粉
雪
を
固
め
る
た

め
に
素
手
で
雪
を
溶
か
し
て
い

た
の
で
、
手
が
冷
た
く
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
優
勝
賞
品
の
松
葉

ガ
ニ
、
但
馬
牛
肉
、
村
岡
米
を

獲
得
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
後
に
は
、
参
加
者
が
競
技

で
使
っ
た
雪
玉
を
１
箇
所
に
集

め
、
２
ｍ
30
㎝
の
「
ハ
チ
北
の
白

い
巨
塔
」
を
築
き
上
げ
て
い
ま
し

た
。

ゴ
ー
ル
を
目
指
し自

分
の
限
界
に
挑
戦
！

第
７
回
香
美
町
民
ス
キ
ー
大
会
（
１
月
29
日
、
お
じ
ろ
ス
キ
ー
場
）

　

１
月
29
日
、
お
じ
ろ
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
「
第
７
回
香
美
町
民
ス
キ
ー
大
会
」

に
は
、
ア
ル
ペ
ン
の
部
に
50
人
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
に
８
人
が
参
加
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
各
部
門
に
分
か
れ
た
選
手
は
元
気

い
っ
ぱ
い
に
雪
原
に
飛
び
出
し
、
白
銀
の
世
界
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
各
部

門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
ア
ル
ペ
ン
の
部
】

小
学
生
１
・
２
年
女
子
▼
西
井
友ゆ

り

な

里
奈
（
兎
塚
小
２
年
、
村
岡
区
和
池
）、
小
学
生

１
・
２
年
男
子
▼
長
川
凌り

ょ
う
た大

（
小
代
小
２
年
、
小
代
区
大
谷
）、
小
学
生
３
・
４
年

女
子
▼
大
林
未み

く玖
（
兎
塚
小
４
年
、
村
岡
区
大
野
）、
小
学
生
３
・
４
年
男
子
▼
西

田
一
歩
（
兎
塚
小
４
年
、
村
岡
区
日
影
）、
小
学
生
５
・
６
年
女
子
▼
明
保
能
紗さ

や耶

（
小
代
小
６
年
、
小
代
区
平
野
）、
小
学
生
５
・
６
年
男
子
▼
西
井
友と

も

き基
（
兎
塚
小
６

年
、
村
岡
区
和
池
）、
中
学
生
女
子
▼
小
谷
美み

お王
（
村
岡
中
３
年
、
村
岡
区
八
井
谷
）、

中
学
生
男
子
▼
川
戸
浩ひ

ろ

き輝
（
小
代
中
１
年
、
小
代
区
秋
岡
）、
40
歳
以
上
女
子
▼
福

島
秀
代
（
香
住
区
下
浜
）、
35
〜
44
歳

男
子
▼
伊
藤 

徹
（
香
住
区
若
松
）、
45

〜
54
歳
男
子
▼
柴
田 

徹
（
香
住
区
大

野
）、
55
歳
以
上
男
子
▼
田
中 

徹
（
村

岡
区
板
仕
野
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
】

小
学
生
５
・
６
年
女
子
▼
小
林
笑え

み

か果（
小

代
小
５
年
、
小
代
区
貫
田
）、
中
学
生

男
子
▼
小
林
和
光
（
小
代
中
３
年
、
小

代
区
新
屋
）

▲勢いよくスタートする選手（アルペンの部）

▲出来上がった雪玉の塔を慎重に計測
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尼
崎
に
〝
雪
山
〞
現
れ
る
！

第
20
回
ふ
る
さ
と
雪
ま
つ
り
（
２
月
11
日
、
尼
崎
市 

丸
橋
公
園
）

　

尼
崎
市
民
の
皆
さ
ん
に
香
美
町
の
大
自
然
を
体
感
し
て

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
祭
り
（
阪
神
医
療
生
協

園
田
支
部
な
ど
が
主
催
）
は
、
記
念
す
べ
き
20
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
以
降
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
７

年
を
除
い
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
、
尼

崎
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
香
美
町
と
の
友
好
を
深
め
、

住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
日
、
小
代
区
内
で
重
機
な
ど
を
使
っ
て
大
型
ダ
ン
プ

カ
ー
２
台
に
積
み
込
ま
れ
た
約
20
ｔ
の
雪
が
、
２
月
11
日

の
朝
に
尼
崎
市
の
丸
橋
公
園
に
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
雪
玉
を
作
っ
て
雪
合
戦
を
し
た

り
、
か
ま
く
ら
を
作
っ
た
り
と
、
普
段
、
な
か
な
か
手
に

す
る
こ
と
の
な
い
雪
に
大
興
奮
。
こ
の
冬
は
豪
雪
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
人
か
ら
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
た
雪
も
、

こ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち
の
絶
好
の
遊
び
相
手
で
し
た
。

　

現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
続
け
て
い
る
尼
崎
市

と
香
美
町
。
今
後
、
さ
ら

に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲運び込まれた雪山に子どもたちは大興奮

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦
が
展
開
！

第
５
回
香
美
町
小
学
生
交
流
卓
球
大
会
（
２
月
19
日
、
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

〝
新
〞
や
ま
な
み
号
が
出
発
！

ま
ち
か
ど
図
書
館
車
を
お
披
露
目
（
２
月
８
日
、
射
添
小
学
校
）

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
ま
ち
か
ど
図
書
館
車
「
や
ま
な
み

号
」。
２
月
に
新
し
い
車
両
が
導
入
さ
れ
、
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
旧
車

両
は
平
成
９
年
か
ら
活
躍
。
平
成
22
年
に
は
延
べ
７
５
１
人
に
１
８
１
４
冊

が
貸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、年
数
の
経
過
と
と
も
に
老
朽
化
が
目
立
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
新
車
両
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

新
車
両
は
、
蔵
書
数
が
旧
車
両
の
約
１
・
５
倍
の
約
１
２
０
０
冊
。
出
入

り
口
が
２
ヵ
所
に
増
え
た
ほ
か
、
通
路
の
幅
や
天
井
ま
で
の
高
さ
が
広
く
な

り
、
ゆ
っ
た
り
と
好
み
の
本
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
月
８
日
に
は
射
添
小
学
校
で
お
披
露
目
を
兼
ね
た
出
発
式
を
行
い
ま
し

た
。
新
車
両
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
さ
っ
そ
く
同
校
児
童
が
車
内
に

入
り
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
お
気
に
入
り
の
本
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
や
ま
な
み
号
は
、
毎
月
第
１
土
曜
日
に
射
添
地
区
、
第
２
土
曜
日
に
兎

塚
地
区
、
第
３
土
曜
日
に
村
岡
地
区
を
定
期
巡
回
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

村
岡
区
中
央
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲白熱した勝負を展開する選手たち

▲お披露目された〝新〟やまなみ号と射添小学校児童の皆さん

　

真
剣
勝
負
を
通
し
て
町
内
小
学
生
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、

町
内
の
小
学
生
32
人
が
参
加
。
白
球
を
追
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
に
始
ま
り
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
、
男
女
と
も
低
学
年
（
小

学
校
１
〜
３
年
）
と
高
学
年
（
小
学
校
４
〜
６
年
）
ご
と
に
数
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
予

選
を
行
い
、
そ
の
後
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝
を
目
指

し
ま
す
。
試
合
で
は
選
手
が
強
烈
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る
な
ど
、
白
熱
し
た
勝
負
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
田
中
眼が

ん

ま磨
く
ん
（
射
添
小
２
年
、
村
岡
区
味
取
）
は
「
自
分
の
ミ
ス
で
負
け

た
の
が
悔
し
い
。
も
っ
と
練
習
し
て
次
は
勝
ち
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

低
学
年
男
子
の
部
▼
西
垣
將ち

ゃ
ん
そ
く碩

（
村
岡
小
２
年
、
村
岡
区
萩
山
）、
低
学
年
女
子
の
部

▼
吉
村
純す

み

か香(

村
岡
小
３
年
、
村
岡
区
東
上
）、
高
学
年
男
子
の
部
▼
木
谷
仁じ

ん

い

ち一
（
村
岡

小
６
年
、
村
岡
区
川
上
）、
高
学
年
女
子
の
部
▼
岡 

愛あ

か

り

香
梨
（
村
岡
小
６
年
、
村
岡
区
大
糠
）
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　36・1111
　　　　　　(代表 )
　総 務 課　36・1111
　財 政 課　36・1942
　企 画 課　36・1962
　税 務 課　36・1113
　会 計 課　36・4321
　町 民 課　36・1110
　  消費生活相談窓口　36・1941
　健 康 課　36・1114
　福 祉 課　36・1964
　農林水産課　36・0846
　観光商工課　36・3355
　建 設 課　36・1961
　上下水道課　36・0420
　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321
　　　　　　(代表 )　
小代地域局　97・3111
　　　　　　(代表 )　
　地域振興課　97・3370
　健康福祉課　97・3375
　農林建設課　97・3373

教育委員会　94・0101
　香住分室　36・3764
　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166
公立村岡病院　94・0111
香住地域福祉センター
　　　　　   36・4345
香住老人福祉センター
　　　　　　36・5008
村岡老人福祉センター
　　　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター
　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
84
号
）
平
成
24
年
3
月
8
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
総
務
部
企
画
課

まちのうごき

（平成 24 年 2 月 1 日現在）

合　計　20,561 人（－  36）

　男　　 9,802 人（－  11）

　女　　10,759 人（－  25）

世帯数  6,838 世帯（－  13）

カッコ内は前月比

動
を
終
え
た
か
〞で
あ
っ
て
、〝
い
つ
仏
像
が
造
ら
れ
た
の
か
〞

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
仏
像
の
場
合
、
頭
部
は
８
９
０
〜
１
０
２
０
年
、
上

半
身
は
９
０
０
〜
１
０
４
０
年
、
台
座
は
１
６
８
０
〜
１
９

４
０
年
、
光
背
は
１
６
７
０
〜
１
９
５
０
年
で
、
頭
部
と
上

半
身
は
平
安
時
代
、
光
背
と
台
座
は
江
戸
時
代
〜
昭
和
初
期

に
伐
採
さ
れ
た
木
で
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
い

つ
仏
像
が
造
ら
れ
た
の
か
を
推
定
す
る
た
め
に
は
、
放
射
性

炭
素
年
代
測
定
法
の
よ
う
な
理
化
学
的
な
手
法
で
は
な
く
、

表
情
や
衣
の
表
現
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。
専
門

家
に
よ
る
と
、
こ
の
仏
像
は
表
情
が
穏
や
か
で
衣
が
薄
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
平
安
時
代
後
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
に
よ
っ
て
光
背
に
焦
げ
た
跡
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
記
録
で
は
、
寛
政
２
年
（
１
７
９
０
年
）
12
月
13
日
、

浜
小
屋
か
ら
出
火
し
た
火
災
で
西
迎
寺
が
全
焼
し
て
し
ま
っ

た
も
の
の
、
本
尊
は
助
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
明
治

25
年
（
１
８
９
２
年
）、
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
年
）
に
も

大
火
が
発
生
し
た
記
録
が
あ
り
、
光
背
の
焦
げ
た
跡
は
そ
の

い
ず
れ
か
の
火
災
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
人
々
の
祈
り
の
対
象
と
し
て
造
立
さ
れ
、
そ

の
穏
や
か
な
表
情
で
戦
国
時
代
の
戦
乱
や
度
重
な
る
火
災
を

く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
木
造
阿
弥
陀
如
来
座
像
。
時
代
が
巡
っ

て
も
、
人
々
の
変
わ
ら
な
い
祈
り
の
心
を
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

の
指
は
柔
ら
か
く
立
て
て
、
右
手
は
正
面
に
向
け
、
左
手
は

ひ
ざ
の
上
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
修
復
の
際
、
頭
部
、
上
半
身
、
台
座
、
光こ

う

は

い背

か
ら
少
し
ず
つ
木
片
を
削
り
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
で

年
代
を
測
定
し
ま
し
た
。
放
射
性
炭
素
は
、
自
然
界
の
動
植

物
に
一
定
の
割
合
で
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
生
命
活
動
を
終

え
る
と
次
第
に
数
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
放
射
性
炭
素
年
代

測
定
法
は
、
こ
の
減
少
率
が
一
定
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
、

ど
れ
だ
け
放
射
性
炭
素
が
減
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
で
、

動
植
物
が
い
つ
ま
で
生
存
し
て
い
た
か
を
推
測
す
る
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
〝
い
つ
生
命
活

　

永
禄
元
年
（
１
５
５
８
年
）
創
建
と
伝
え
る
浄
土
宗
の
西

迎
寺
（
香
住
区
下
浜
）。
今
回
は
、
こ
こ
に
ま
つ
ら
れ
て
い

る
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
仏
像
の

来
歴
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
因い

な

ば幡
地
方
（
現
在
の
鳥

取
県
東
部
）
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
平
成
22
年

２
月
24
日
に
香
美
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
仏
像
は
、
寄よ

せ

ぎ

づ

く

り

木
造
と
い
わ
れ
る
木
彫
仏
を
造
る
技
法

の
一
つ
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
部
位
ご
と
に
複
数
の

木
を
寄
せ
合
わ
せ
て
造
り
、
最
後
に
一
つ
に
ま
と
め
て
仏
像

と
す
る
も
の
で
、
西
迎
寺
の
も
の
は
、
大
別
す
る
と
頭
部
、

上
半
身
、
腕
、
下
半
身
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
さ

は
85
・
６
㎝
。
両
手
と
も
親
指
と
人
さ
し
指
を
つ
け
、
ほ
か

第
21
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

西さ

い

ご

う

じ

迎
寺
所
蔵

木
も

く

ぞ

う造
阿あ

み

だ

弥
陀
如

に

ょ

ら

い来
坐ざ

ぞ

う像


